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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 6,335 30.7 115 ― 93 ― 132 ―

23年3月期 4,846 47.5 △461 ― △576 ― △604 ―

（注）包括利益 24年3月期 128百万円 （―％） 23年3月期 △606百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 5.65 ― 8.2 1.7 1.8
23年3月期 △25.69 ― △40.5 △10.9 ―

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 5,608 1,621 28.9 68.95
23年3月期 5,271 1,493 28.3 63.50

（参考） 自己資本   24年3月期  1,621百万円 23年3月期  1,493百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 19 207 △267 519
23年3月期 △155 106 △699 561

2.  配当の状況 

 平成25年３月期につきましては、今後の経営環境の推移を見極めた上でお知らせいたします。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

25年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,123 3.4 82 86.4 68 79.0 60 87.5 2.55
通期 6,395 0.9 173 50.4 145 55.9 129 △2.3 5.49



※  注記事項 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無

② ①以外の会計方針の変更  ： 無

③ 会計上の見積りの変更  ： 無

④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 23,550,000 株 23年3月期 23,550,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期 30,532 株 23年3月期 29,132 株

③ 期中平均株式数 24年3月期 23,520,185 株 23年3月期 23,522,148 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成24年3月期の個別業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 6,275 30.9 112 ― 120 ― 91 ―

23年3月期 4,796 51.5 △467 ― △575 ― △595 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

24年3月期 3.88 ―

23年3月期 △25.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 5,556 1,575 28.3 66.97
23年3月期 5,141 1,483 28.9 63.08

（参考） 自己資本 24年3月期  1,575百万円 23年3月期  1,483百万円

2. 平成25年 3月期の個別業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は
終了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、（添付資料）２ページ「経営成績に関する分析」をご覧くださ
い。 

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,100 3.4 60 57.9 52 44.4 2.21
通期 6,350 1.2 130 8.3 114 25.3 4.85
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(1）経営成績に関する分析 

 当連結会計年度における経済は、東日本大震災の復興需要により緩やかな回復をみせておりますが、原発停止に

よる電力問題や原油価格高騰など、日本経済を取り巻く環境は依然リスクを抱えた厳しい状況が続いております。

また、海外においても欧州債務問題、中国経済成長の鈍化、依然として高水準の円高など、引き続きわが国経済の

先行きに不透明感をもたらしております。 

  当社関連の射出成形機業界におきましては、平成23年（１月～12月）の出荷台数は11,971台となり、前年比60台

減少とほぼ横ばいとなりました。 

  このような状況のもとで当社グループは、新機種であります対向２色射出成形機や横型大型ロータリー射出成形

機の開発を皮切りに、得意分野である特殊大型成形機の販売を集中・強化する戦略を図った結果、特に自動車関連

の特殊大型成形機の出荷が順調に推移し、売上高、利益とも増収増益となりました。 

 以上の結果、当連結会計年度の受注高は6,098百万円となりました。また売上につきましては、射出成形機は

2,974百万円（前期比50.7％増）、プレス機は644百万円（前期比22.4％減）となり、金型・周辺機器等その他を含

めた売上高は6,335百万円（前期比30.7％増）、このうち国内売上高は2,824百万円（前期比40.1％増）、海外売上

高は3,510百万円（前期比24.0％増）となり、連結売上高に占める海外売上高は55.4％となりました。 

 利益面につきましては、親会社であります株式会社日本製鋼所との共同開発及び資材共同調達、固定費等の削

減、アジアを中心とした販売促進の強化等により、経常利益は93百万円、当期純利益は132百万円となりました。 

＜次期の見通し＞ 

 次期見通しにつきましては、一部に復調の兆しはみられるものの、ユーロ圏債務危機や原油価格高騰に加え、電

力不足による生産活動の低下で設備投資抑制の懸念は拭い去る事が出来ず、経営環境は依然として厳しい状況が予

想されます。 

 このような状況のもと、「お客様とともに技術を拓くベストパートナー」を目指し、海外を中心とした自動車関

連の新型成形機をはじめ、大型射出成形機及びプレス機の販売を強化していきます。 

 通期の業績予想につきましては、売上高6,395百万円（前年同期比0.9％増）、経常利益145百万円、当期純利益 

129百万円を見込んでおります。 

(2）財政状態に関する分析 

 当連結会計年度末における連結ベース現金同等物は、519百万円、前連結会計年度末に比べ41百万円（7.4％）の

減少となりました。当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの要因は、次のとおりであ

ります。 

 営業活動によるキャッシュ・フローの主な増加要因は、仕入債務の増加409百万円、税金等調整前当期純利益155

百万円、減価償却費153百万円たな卸資産の減少81百万円です。主な減少要因は、売上債権の増加741百万円、法人

税等の支払額25百万円、貸倒引当金の減少9百万円であり、この結果、19百万円の資金獲得となりました。 投資

活動によるキャッシュ・フローの主な増加要因は、固定資産売却による収入226百万円、主な減少要因は固定資産

取得による支出30百万円であり、この結果、207百万円の資金獲得となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローの主な増加要因は、短期借入による収入216百万円であります。主な減少要

因は、短期借入金の返済による支出375百万円及び長期借入金の返済による支出98百万円であり、この結果、267百

万円の資金支出となりました。  

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

１．経営成績

  平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期 

自己資本比率（％） 35.8 37.4 34.4  28.3 28.9 

時価ベースの自己資本比率 

（％） 
12.5 10.3 39.7  24.1 27.7 

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年） 
14.2 △14.9 △3.4  △9.7 65.6 

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍） 
2.4 △3.1 △10.9  △2.3 0.6 



（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、剰余金処分につきましては企業体質の強化を図りつつ、株主各位に対して安定的な利益還元に努めてい

くことを基本としております。内部留保金につきましては、中長期的展望に立った開発活動及び経営体制の効率

化・省力化のための有効投資等に活用し企業競争力と企業体質のさらなる強化に取組んでまいります。 

  当連結会計年度は経営改善の効果により黒字に転換しましたが、安定した黒字体質の基盤としては充分とは言え

ないものであります。そのような状況を踏まえ、内部留保を確保し財務体質の強化を図るため、当期も誠に遺憾な

がら無配とさせていただきます。次期につきましては、今後の経営環境の推移を見極めた上でお知らせいたします

が、企業体質の強化を図り収益向上に努め、早期の復配を目指してまいる所存であります。 

(4）事業等のリスク 

  当社グループの経営成績、株価及び財務状況等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のようなものがあり

ます。  

① 経済状況  

 当社グループの売上高のうち、50％以上が中国、タイ、米国等への輸出によるものです。従いまして、日本をは

じめこれらの国々の景気後退、その他経済活動に悪影響を及ぼす情勢の変動が当社グループの業績、財務状況に悪

影響を及ぼす可能性があります。  

② 為替レートの変動  

 当社グループは、取引の大半を円建てで行っており為替変動の影響を直接受けることは殆どありませんが、急激

な為替変動により顧客から販売価格の値下げ要請や仕入れ業者から値上げ要求などがあった場合には、当社グルー

プの業績、財務状況に悪影響を及ぼす可能性があります。  

③ 価格競争  

 プラスチック射出成形機、プレス機業界の価格競争は従前より熾烈を極めておりますが、特に中国経済の台頭は

新たな市場を創生する一方、安価な競合製品の供給者も生む結果となっており、当社グループの販売する一部製品

において一層激しい価格競争がおき、当社グループの業績、財務状況に悪影響を及ぼす可能性があります。   

④ 災害等による影響  

 当社グループの本社及び生産工場は愛知県大府市にあります。同地域を含めた東海地方は大規模な地震が発生す

る可能性がある地域とされており、万一大規模地震が発生し操業を中断する事象が生じた場合は業績、財務状況に

悪影響を及ぼす可能性があります。  

⑤ 退職給付債務  

 当社グループの従業員退職給付費用及び債務は、割引率等数理計算上で設定される前提条件に基づいて算出され

ております。実際の結果が前提条件と異なる場合、又は前提条件が変更された場合、その影響は累積され、将来に

わたって規則的に認識されるため、一般的には将来期間において認識される費用及び計上される債務に影響を及ぼ

します。近年の割引率の低下により当社グループの退職給付費用は減少してきておりますが、一層の割引率の低下

は当社グループの業績、財務状況に悪影響を及ぼす可能性があります。  



 当社の企業集団は、当社、親会社（株式会社日本製鋼所）、連結子会社２社で構成され、主として射出成形機、プレ

ス機の製造販売を行い、更にこれに関連する事業活動を展開しております。  

 子会社のうち国内１社は当社製品の部品加工及び組立を行い、海外子会社は海外特定地域における当社製品の販売、

据付及びアフターサービス業務活動を展開しており、事業の系統図は次のとおりであります。     

  

 
（注）連結子会社である株式会社名高製作所（平成24年３月31日付解散）は、現在清算手続き中であります。 

２．企業集団の状況



(1）会社の経営の基本方針     

当社は、  

 ①「常に顧客第一主義に徹すること」  

 ②「常に適正利潤を確保すること」  

 ③「常に社内のコミュニケーションを良好に保つこと」  

を経営基本方針としております。  

 即ち、お客様のニーズに合った高品質・高機能の製品を市場競争力のある適正な価格で提供し、お客様の満足と信

頼を得ることにより、常に適正な利益を確保し、企業として発展し続けることで株主・地域社会・取引先・従業員な

ど、すべてのステークホルダの期待に応えることが出来るとの考えに立ち、それを実現するために、常に社内全ての

セクションがお客様のニーズやその他必要な情報を共有し、適切且つ効率的な、企業活動を行うよう努めておりま

す。   

(2）目標とする経営指標  

 当社は、継続的かつ安定した収益の確保と、親会社である株式会社日本製鋼所との資本業務提携の推進強化、及び

お客様のニーズをとらえた独自技術による製品開発により売上規模の拡大を図りながら、「お客様とともに技術を拓

くベストパートナー」として企業価値の向上を目指しています。特に当社の強みであります特殊大型成形機やプレス

機分野に経営資源を集中させ、収益性を最優先とした方針で取り組んでおります。経営指標としましては、経常利益

率を重視し、常にその改善に取り組んでまいります。 

(3）中長期的な会社の経営戦略 

 景気は輸出を中心に回復傾向にはありますが、円高、原油価格の高止まりに加え、東日本大震災の影響により生産

活動低下に伴う設備投資抑制の可能性は拭い去る事が出来ませんが、当社においては現在のところ自動車関連の大型

射出成形機の受注引合が継続しており、受注残高も増加しつつあります。しかしながら熾烈な価格競争が常態化して

おり、利益面では依然として厳しい状況が続いております。 

  このような状況の中、当社といたしましては経営環境の変化に即応できる体制の確立を目指して、以下の方針によ

って展開を図ってまいります。 

① 顧客ニーズを捉えた高付加価値製品の開発と提案サービスの提供 

  顧客とのコミュニケーションを通じて、ニッチ分野の高付加価値製品を開発し、ニーズにマッチした専用機を常

に提供できる企業を目指します。また既設機の付加価値向上のためのご提案や、定期点検の充実に努めてまいりま

す。 

② 株式会社日本製鋼所とのシナジー強化 

  当社の親会社であります、株式会社日本製鋼所との業務提携において同社製射出成形機の受託販売強化と共同開

発機の販売推進、また営業基盤の相互活用によりシナジー効果を発揮し、売上規模の拡大を図ってまいります。 

③ 収益性を重視した経営 

  継続的に変動費の改善や固定費の更なる低減を図り、財務基盤を安定化させるとともに株式会社日本製鋼所との

部品・ユニットの共通化や部材の共同調達、適地化生産を推進し、コスト競争力を強化してまいります。 

(4）会社の対処すべき課題 

  当社を取り巻く事業環境は中国メーカーの台頭や円高により激しい価格競争が展開されております。そのような激

しい市場の中で当社は得意分野である特殊大型成形機に特化した販売路線に転換してまいりました。平成23年度はそ

の戦略が奏功し黒字転換を図る事が出来ましたが、その安定化はまだ充分とは言えないものであります。そのような

状況を踏まえ当社では引き続き自動車関連の特殊大型成形機受注を柱にしながらも、平成23年度に開発した新型成形

機２機種の異業種ユーザーへの横展開やプレス機の販売強化を行い、安定した経営基盤を築いてまいります。  

  

３．経営方針



４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 590,194 519,815 

受取手形及び売掛金 1,192,792 1,933,334 

製品 56,545 146,072 

仕掛品 662,798 532,739 

原材料及び貯蔵品 1,222,997 1,179,471 

その他 77,606 71,891 

貸倒引当金 △14,537 △1,909 

流動資産合計 3,788,398 4,381,414 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,700,952 3,417,352 

減価償却累計額 △2,904,702 △2,727,520 

建物及び構築物（純額） 796,250 689,831 

機械装置及び運搬具 1,601,292 1,339,858 

減価償却累計額 △1,362,299 △1,151,075 

機械装置及び運搬具（純額） 238,993 188,782 

土地 337,084 219,035 

その他 826,260 826,575 

減価償却累計額 △780,839 △779,981 

その他（純額） 45,420 46,593 

有形固定資産合計 1,417,748 1,144,243 

無形固定資産 30,701 33,169 

投資その他の資産   

投資有価証券 5,675 5,675 

その他 29,601 47,147 

貸倒引当金 △248 △3,646 

投資その他の資産合計 35,028 49,176 

固定資産合計 1,483,478 1,226,590 

資産合計 5,271,876 5,608,004 



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,110,086 1,535,469 

短期借入金 1,408,390 1,250,000 

1年内返済予定の長期借入金 16,204 － 

未払法人税等 25,320 27,531 

完成工事補償引当金 34,244 50,740 

工事損失引当金 3,168 2,001 

その他 355,846 387,680 

流動負債合計 2,953,260 3,253,422 

固定負債   

長期借入金 82,520 － 

退職給付引当金 709,919 711,219 

役員退職慰労引当金 5,610 － 

その他 26,903 21,699 

固定負債合計 824,953 732,918 

負債合計 3,778,213 3,986,340 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,008,500 3,008,500 

資本剰余金 625,270 625,270 

利益剰余金 △2,119,876 △1,987,015 

自己株式 △6,755 △6,841 

株主資本合計 1,507,137 1,639,913 

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △13,475 △18,249 

その他の包括利益累計額合計 △13,475 △18,249 

純資産合計 1,493,662 1,621,663 

負債純資産合計 5,271,876 5,608,004 



（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

売上高 4,846,847 6,335,546 

売上原価 3,906,226 4,795,999 

売上総利益 940,620 1,539,547 

販売費及び一般管理費 1,402,463 1,424,385 

営業利益又は営業損失（△） △461,842 115,162 

営業外収益   

受取利息 295 266 

受取配当金 206 206 

仕入割引 263 358 

受取賃貸料 4,524 6,107 

保険事務手数料 1,030 965 

助成金収入 844 1,200 

その他 6,246 10,127 

営業外収益合計 13,410 19,231 

営業外費用   

支払利息 69,133 29,693 

手形売却損 93 3,078 

為替差損 36,595 6,309 

その他 21,937 1,729 

営業外費用合計 127,759 40,809 

経常利益又は経常損失（△） △576,191 93,583 

特別利益   

固定資産売却益 852 110,932 

退職給付制度改定益 － 9,178 

役員退職慰労金返上益 1,200 － 

特別利益合計 2,052 120,110 

特別損失   

固定資産除売却損 5,563 40,708 

事業整理損 － 17,103 

特別損失合計 5,563 57,811 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△579,703 155,882 

法人税、住民税及び事業税 24,576 23,021 

法人税等合計 24,576 23,021 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調
整前当期純損失（△）

△604,279 132,861 

当期純利益又は当期純損失（△） △604,279 132,861 



（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調
整前当期純損失（△）

△604,279 132,861 

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △2,186 △4,774 

その他の包括利益合計 △2,186 △4,774 

包括利益 △606,465 128,086 

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △606,465 128,086 

少数株主に係る包括利益 － － 



（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 3,008,500 3,008,500 

当期末残高 3,008,500 3,008,500 

資本剰余金   

当期首残高 625,270 625,270 

当期末残高 625,270 625,270 

利益剰余金   

当期首残高 △1,515,597 △2,119,876 

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △604,279 132,861 

当期変動額合計 △604,279 132,861 

当期末残高 △2,119,876 △1,987,015 

自己株式   

当期首残高 △6,557 △6,755 

当期変動額   

自己株式の取得 △197 △85 

当期変動額合計 △197 △85 

当期末残高 △6,755 △6,841 

株主資本合計   

当期首残高 2,111,615 1,507,137 

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △604,279 132,861 

自己株式の取得 △197 △85 

当期変動額合計 △604,477 132,775 

当期末残高 1,507,137 1,639,913 

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定   

当期首残高 △11,289 △13,475 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,186 △4,774 

当期変動額合計 △2,186 △4,774 

当期末残高 △13,475 △18,249 

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △11,289 △13,475 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,186 △4,774 

当期変動額合計 △2,186 △4,774 

当期末残高 △13,475 △18,249 



（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

純資産合計   

当期首残高 2,100,325 1,493,662 

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △604,279 132,861 

自己株式の取得 △197 △85 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,186 △4,774 

当期変動額合計 △606,663 128,001 

当期末残高 1,493,662 1,621,663 



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純
損失（△）

△579,703 155,882 

減価償却費 162,737 153,580 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △200,999 △9,229 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △13,681 － 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 34,244 16,496 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 117,471 1,299 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,040 △5,610 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 3,168 △1,166 

事業整理損失 － 17,103 

受取利息及び受取配当金 △765 △830 

支払利息 69,133 29,693 

為替差損益（△は益） 8,741 △66 

固定資産除却損 5,563 11,141 

固定資産売却損益（△は益） △852 △81,365 

売上債権の増減額（△は増加） △239,755 △741,633 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 212,157 △3,397 

たな卸資産の増減額（△は増加） 69,126 81,515 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △36,252 6,770 

仕入債務の増減額（△は減少） 406,840 409,786 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △56,102 35,422 

その他の固定負債の増減額（△は減少） △26,201 △7,650 

小計 △63,088 67,741 

利息及び配当金の受取額 752 830 

利息の支払額 △72,099 △24,490 

法人税等の支払額 △21,203 △25,031 

営業活動によるキャッシュ・フロー △155,639 19,050 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △32,174 △30,611 

有形及び無形固定資産の売却による収入 136,858 226,119 

定期預金の預入による支出 － △16,088 

定期預金の払戻による収入 － 28,612 

その他の支出 △375 △1,091 

その他の収入 2,150 741 

投資活動によるキャッシュ・フロー 106,459 207,682 



（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 635,174 216,966 

短期借入金の返済による支出 △1,286,783 △375,357 

長期借入れによる収入 420,000 － 

長期借入金の返済による支出 △458,442 △98,724 

リース債務の返済による支出 △9,127 △10,158 

自己株式の取得による支出 △197 △85 

財務活動によるキャッシュ・フロー △699,376 △267,358 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,308 △1,140 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △758,865 △41,766 

現金及び現金同等物の期首残高 1,320,447 561,581 

現金及び現金同等物の期末残高 561,581 519,815 



    該当事項はありません。 

  

(5）継続企業の前提に関する注記

(6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日） 

１ 連結の範囲に関する事項 

 連結子会社の数 ２社 

 会社名    ㈱名高製作所 

        名機（タイランド）ＣＯ．，ＬＴＤ. 

  非連結子会社の数 なし  

 なお、株式会社名高製作所は平成24年３月31日に解散し、清算会社となりました。 

２ 持分法の適用に関する事項 

 子会社は全て連結しており、関連会社もありませんので該当事項はありません。 

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

 連結子会社の事業年度末日と連結決算日は一致しております。 

４ 会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

………連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算出） 

時価のないもの 

………移動平均法による原価法 

② たな卸資産 

製品及び仕掛品 

  ………主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定） 

原材料及び貯蔵品 

  ………主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定） 

③ デリバティブ 

時価法 

(2）重要な減価償却資産の減価償却方法 

有形固定資産（リース資産を除く） 

………主として建物及び建物附属設備については定額法によっております。その他は定率法によっておりま

す。 

    なお、主な耐用年数は以下のとおりとなっております。 

建物及び構築物 ５～65年

機械装置及び運搬具 12～17年

無形固定資産（リース資産を除く） 

………定額法を採用しております。 

  なお、ソフトウェア（自社利用）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

によっております。 

リース資産 

  ………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

         なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前

のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。  

長期前払費用 

  ………定額法  



  

  

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日） 

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

② 工事損失引当金 

 当連結会計年度末の未引渡工事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積もることが出

来る工事について、当連結会計年度末以降の損失見込額を計上しております。 

③ 完成工事補償引当金 

 完成工事に係る補償に備えるため、見積額を計上しております。  

④ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当

連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。 

  数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10

年）による按分額をそれぞれ発生の翌連結会計年度より費用処理しております。 

（追加情報） 

 当社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成23年５月に退職給付金制度の一部について確定拠出年金制度へ移

行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。本

移行に伴う影響額は、特別利益として 千円計上されております。 9,178

(4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社等の資産、負債、収益及び費用は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差

額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めて計上しております。 

(5）消費税等の会計処理方法 

 税抜方式によっております。 

(6）連結キャッシュ・フロー計算書における資金範囲 

 連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期

限の到来する短期投資からなっております。 

(7）追加情報

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 



   当社グループは、プラスチック産業機械の製造及び販売を事業内容としており、産業機械事業単一事業であること

から、セグメント情報については記載を省略しております。 

  

Ⅰ 前連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

  単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略して

 おります。 

  
２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

(2）有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

  特定の顧客に対する売上高で連結損益計算書の売上高の10％を占めるものがないため、記載を省略しております。 
（報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報） 

 前連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

  該当事項はありません。 

（報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報） 

 前連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

  該当事項はありません。 

（報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報） 

 前連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 
  該当事項はありません。  

Ⅱ 当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

  単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略して

 おります。 

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

(2）有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

  特定の顧客に対する売上高で連結損益計算書の売上高の10％を占めるものがないため、記載を省略しております。 

（報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報） 

 当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 
  該当事項はありません。 

（報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報） 

 当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

  該当事項はありません。 

（報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報） 

 当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

  該当事項はありません。  

  

(8）連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報）

（関連情報）

  （単位：千円）

日本 アジア 北米 欧州 その他 合計 

2,016,496 2,069,228  741,994  5,035 14,092 4,846,847 

  （単位：千円）

日本 アジア 北米 欧州 その他 合計 

 2,824,955  3,148,060  338,581  15,120  8,828  6,335,546



 該当事項はありません。  

  

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭63 50

１株当たり当期純損失 円 銭25 69

１株当たり純資産額 円 銭68 95

１株当たり当期純利益金額 円 銭5 65

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式がないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式がないため記載しておりません。 

 算定上の基礎  算定上の基礎 

 １ １株当たり純資産額  １ １株当たり純資産額 

連結貸借対照表の純資産の  

合計額   千円1,493,662

普通株式に係る純資産額  千円1,493,662

普通株式の発行済株式数 株23,550,000

普通株式の自己株式数 株29,132

１株当たり純資産額の算定に用い 

られた普通株式の数  

 

  株23,520,868

連結貸借対照表の純資産の  

合計額   千円1,621,663

普通株式に係る純資産額  千円1,621,663

普通株式の発行済株式数 株23,550,000

普通株式の自己株式数 株30,532

１株当たり純資産額の算定に用い 

られた普通株式の数  

 

  株23,519,468

２ １株当たり当期純損失 ２ １株当たり当期純利益金額 

連結損益計算書上の当期純損失 千円604,279

普通株式に係る当期純損失  千円604,279

普通株主に帰属しない金額の主要 

な内訳  
 

 該当事項はありません。  

普通株式の期中平均株式数 株23,522,148

連結損益計算書上の当期純利益 千円132,861

普通株式に係る当期純利益  千円132,861

普通株主に帰属しない金額の主要 

な内訳  
 

 該当事項はありません。  

普通株式の期中平均株式数 株23,520,185

（重要な後発事象）
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